
法務省委託事業 

－ １ － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「人権週間記念のつどい」報告 

 

 

昨年 12 月 6 日（土）、「人権週間記念のつどい」がサーティホールにて開催され、市民ら 434 人が参

加しました。 

オープニングアクトでは、大阪産業大学のベトナムおよび中国か

らの留学生による舞踊
ぶ よ う

が披露
ひ ろ う

され、国際色豊かな雰囲気で幕を開

けました。 

その後、作家として多岐
た き

にわたり活躍されている高橋
たかはし

源一郎
げんいちろう

さん

による講演「ぼくらの民主主義なんだぜ」が行われました。講演は、

現代の AI 技術の話題から民主主義の根源、そして身近な人権の

あり方までを、参加者が深く考える機会となりました。 

 

AI の進化と人間の民主主義 

高橋さんは、生成 AI（人工知能）が人間の営み
いとな   

に与える影響という最先端のトピックから話を展開しま

した。 

ネット上では、故人
こ じ ん

が名言をつぶやく動画が本物と見分けがつかないほどリアルになっている現状や、教

育現場で AI 利用が原因でレポート評価が困難になっている課題を紹介。さらに、政治の世界ではヨーロッ

パのアルバニアで既
すで

に「AI 大臣」が登場している例を挙げ、「近い将来、AI 議員が生まれるかもしれない」

と問いかけました。AI 議員なら知識豊富で汚職
お し ょ く

などと無縁かもしれません。しかし、人間の民主主義はどう

なるのかという根源的な問題が生じます。 

 

ルソーが考えた民主主義の手続き 
そこで高橋さんはご自身が影響を受けた哲学者ルソーの民主主義思想を紹介しました。 

ルソーが想定したのは、3 万人の小規模な共同体における「直接民主主義」です。高橋さんによると、ル

ソーが民主主義実現のために重視した手続きは、第一に全員がそれぞれ自分の意見をもつこと。第二に、

全員がその意見を表明すること。そして第三に、決定されたことには全員が従うこと。中でもルソーはすべて

の人が自分の意見をもつことを重視していたということです。 
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上下ではないフラットな関係 
高橋さんは、ルソーの民主主義が、ご自身の家庭や子どもが通った学校で実現できているエピソードを

いくつか紹介しました。そこでは、親と子ども、あるいは教員と学生・生徒の関係は、上下の関係ではなく、教

えることと教えられることが交換できるようなフラットな関係であると強調しました。また、人権というものも、

上から与えられるものではなく、「目の前に生きている誰かを大切にすること」という、身近で実践的
じ っ せん てき

な行動

にこそ本質があるのではないかと結びつけました。 

 

自分の家から始めるアクション 

講演の最後に、高橋さんは、民主主義や人権は遠い概念
がいねん

ではなく、自分自身で考え、実践していくものだ

と提言
ていげん

しました。まずは自分の人権を大事にすることから始め、自分の家の中において、家族の人権がどう

なっているか、確かな感覚と民主主義があるか考えてみてはと問いかけ、90 分間の講演を締めくくりました。 

軽妙
けいみょう

な語り口の中にも民主主義や人権についての深い問いかけが込められ、とても印象的な講演でし

た。  

 

＊＊＊＊＊＊ 

 

オープニングを飾った留学生たちのパフォーマンス 
まずはベトナムからの留学生による「バンブーダンス」。 

リズムに合わせて竹を飛び越える、スリルと笑顔がいっ

ぱいの伝統
で ん と う

舞踊
ぶ よ う

でした。 

 

 

 

 

 

つづいて中国からの留学生で構成される「O S U
おーえすゆー

舞
ぶ

龍団
りゅうだん

」が登

場。2012 年から続く伝統の絆。会場を飲み込むような龍の演舞
え ん ぶ

は迫力
はくりょく

満点でした。 

 

 

 

さいごに、再びベトナムからの留学生が故郷の名曲「モット・

ヴォン・ベトナム」に想いを乗せて優雅
ゆ う が

な舞を披露してくれま

した。 

 

会場は終始
し ゅ う し

、温かい手拍子と大きな拍手に包まれ、大舞台

を終えた留学生たちの表情には達成感が溢れて
あ ふ    

いました。 

（レポーター：かわかず） 
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 の 活
い

き生
い

きサン 
 

 

 

夢は世代間交流につながる子ども食堂 

―野崎バナナはうす食堂― 
 

 今回紹介するのは、野崎で子ども食堂を運営するケニーさんこと野村
の む ら

憲一
けんいち

さんとおつれあいの泰子
や す こ

さん

（オリーブさん）のお二人です。お二人は、それまでも大東市での差別
さ べ つ

撤廃
てっぱい

運動
う ん ど う

に注力
ちゅうりょく

されていました。ケ

ニーさんが７０歳になったとき、身近な友人が３名亡くなり、「自分もいつまで生きられるか分からない」と思

っていたそうです。そんなある日、今まであらゆる人権課題に取り組んできたのに、唯一
ゆいいつ

子どもの貧困問題

に取り組んでいないことに気がついたそうです。調べると各市町村の助成制度があることを知り、研修を受

け、保健所の許可も得て、令和 5 年の 7 月より子ども食堂を始められました。 

 開始当初、子ども食堂なのに子どもが来ないことが悩みだったそうです。いろんな人に、「そのうちにやって

来る」と言われ、続けてこられたそうです。 

ケニーさんたちの子ども食堂の大きな特徴は、幼児から８０歳代のシニアの方まで幅の広い参加がある

ことです。子どもたちや多くの人たちとふれ合えることが何よりうれしいとのことです。朝の６時から近所の方

の協力を得て、今では６０人分のカレーを作るそうです。最高で７０人分のカレーを食べきったこともあるとお

っしゃっていました。午前１１時を回ると、人が集まり始め、1 階の食堂（居間）でおしゃべりと会食
かいしょく

が始まりま

す。常連
じょうれん

の方や誘われてきた方の楽しそうな顔・顔・顔。そうこうするうちに出演者が 2 階の四畳半
よ じ ょ う は ん

の楽屋
が く や

（居間）で食事と準備を始めます。そうなんです。もう一つの特徴が、カレーを食べた後に紙芝居
か み し ば い

、絵本の読

み聞かせ、歌やギター、50 センチ手前で見ても謎のマジックショー、口笛などの演者が一回平均４～５人、

パフォーマンスを披露
ひ ろ う

します。そして、ここにケニーさんたちの夢と熱い思いがつまっています。幅の広い年齢

層の人々が食事を共にし、その後にステージを共に楽しみ、共に笑い、共に歌うことで、知らず知らずに仲間

意識が生まれるのです。また、ここに集う人たちは子どもたちや近所の方の他に中国の残留
ざんりゅう

邦人
ほ う じ ん

の方や障

がいがある方、大学生と多種多様
た し ゅ た よ う

です。 

 また、子どもたちが集まることで保護者が集まり、ネットワークができたり、場合によると虐待
ぎゃくたい

なども発見で

きるかもしれないとお話しされていました。そんな活動に毎年、車い

すに乗られた女性が１万円を寄付
き ふ

され続けているとか。 

ケニーさん、オリーブさんの地域の人々への愛、幅広い世代間交

流への夢は今後も追求し続けられます。 （レポーター：がんちゃん） 
 

▶毎月第一日曜日 午前 11 時 30 分より 

▶住所 大東市野崎４－８－２７ 

▶申込不要 無料駐車場完備 

▶問い合わせ（野村憲一さん 090-2283-6932） 
 

ここでは、大東市の人権推進につな

がる取り組みを行っておられる方々や

団体の紹介をさせていただきます。 
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―2025 人権啓発ネットワーク大東 ふりかえり― 

 
 

 

 

学生が主体となり「人権を学べるコンサート」を企画。『不完全が好き。未

完成がいい』と語られた畑奉
はたと も

枝
え

さんのトイピアノ演奏と、統合失調症の兄と

の絆を描いた朗読劇を通じて、一人ひとりの個性を尊重する人権とトイピア

ノの存在が重なると感じました。学生たちの団結や新しい感覚に感動し、人

権との関わりの大切さを実感しました。 

 

 

 

 

松
まつ

本城
も と し

洲夫
ず お

さんの解説で「個人として尊重されること」の重

要性や、芸術が人権意識の広がりに果たした役割を学びまし

た。クラシック音楽や黒人霊歌
れ い か

、日本の歌を通じて、苦悩や多

様な感情、相手の立場を尊重する精神に触れ、音楽の背景を

知ることで人権の奥深さと面白さを発見しました。 

 

 
 

 

 

 

アフガニスタンで『どんな薬よりも新鮮な水が必要』と考え、井戸や用

水路を築いた中村哲さんの偉業
い ぎ ょ う

を紹介。『中村哲さん凄すぎる人です。尊

敬いたします。』など感動の声が多く寄せられ、人権の尊さを強く感じまし

た。 

 
 

 

 

 

ロシアとウクライナが戦争していない時代に制作された映画

を親子で鑑賞。『映画を見て、ロシアとウクライナの国について

考えるきっかけになればうれしい』との思いが込められ、参加者

は平和の大切さを実感しました。子どもたちが笑顔になり、大人

も自然と平和について考えるきっかけとなりました。 

 
 

 

小さな鍵盤
けんばん

、大きな感動～トイピアノが奏で
か な  

る癒し
い や  

の物語～ 

2/2（日） ヒューマンコンサート  （ぬくもり第 35 号掲載
け い さ い

） 

「命の水を届けた医師 中村
なかむら

哲
てつ

」パネル展 

5/１（木）～４（日） 第 42 回人権パネル展 （第 35 号） 

ストールンプリンセス キーウの王女とルスラン 

9/27（土） 親と子で平和を考えるつどい （第 37 号） 

個人の尊重、不完全さの価値、

精神障がい（統合失調症）と

家族の絆 

個人の尊重、法の下の平等 

歴史と芸術における 

人権の発展 

命の尊重、地域社会の権利 

国際人権活動 

平和の尊重、国際理解 

戦争と子どもの権利 

ヒューマンライツ トーク＆コンサート～音楽に込められたメッセージ～ 

5/8（木）憲法週間記念のつどい  （第 35 号） 

これは平和の象徴である「鳥」と、人権を守る意思や行動を示す「手」が一体となったデザインで、

2011 年に国際的に誰でも使えるようにと作られたロゴです。 
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今年もたくさんの取り組みを行いました！ 

 

 
 

 

 

立命館大学国際平和ミュージアムで展示や証言
しょうげん

を通じて「平和とは

何か」を考えました。『こんな何気ない日常が大切なんだなぁ』と日常

の尊さを再認識し、学びを行動につなげたいと感じました。 

 
 

 

 

 

 

 

認知症をテーマにした啓発
けいはつ

ビデオを鑑賞
かんしょう

し、『認知症への理解と、

かかわりのコツ』を学びました。『母と良い関係で最期
さ い ご

を迎えること

ができました』という感想もあり、地域で人権の大切さを考える場と

なりました。地域集会では毎年人権の大切さを考える場として、参

加を呼びかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立命館大学国際平和ミュージアム見学 

11/11（火）役員・常設委員交流フィールドワーク （第 37 号） 

母のさがしもの～認知症と共に生きる～ 

地域集会 【認知症】 （第 36 号） 

戦争と平和、対話による人権学習 

加害と被害の歴史認識 

認知症と共生、家族の関係 

地域での人権啓発 

ほかにも、人権啓発ネットワーク大東（ぬくもりネットだいとう）では、様々な取り組みをして

います。 

★定例総会（4 月 18 日）～講演会 

  「ステップファミリー」子どもから見た離婚・再婚  講師：菊地 真理さん 

★会員交流フィールドワーク（6 月 12 日） 

   ＠高麗美術館、ツラッティ千本 

★平和なまち絵画コンテスト・絵画展(9 月 26 日～28 日) 

★市民じんけん講座（10 月 15 日～11 月 12 日 毎週水曜日） 

★市民祭り(11 月 9 日) 

  啓発パネルの展示（インターネットと人権） 

★人権週間街頭啓発(11 月 28 日) 

  三駅（住道・四条畷・野崎）合同で啓発物品を配布 

★ヒューマンコンサート（2026 年 2 月 1 日） 

★人権啓発ステップアップ講座（2026 年 2 月 12 日～26 日毎週木曜日） 

                 広報誌「ぬくもり」のバックナンバーはこちらから！  ⇒   

はぴくる 
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「平和なまち絵画コンテスト作品表彰式を行いました」 

 
平和なまち絵画コンテストとは、平和教育の更なる充実を目的として実施する絵画コンテストで

あり、202５年７月から 8 月にかけて、市内の６歳から 15 歳の方を対象に絵画作品を広く募
つの

り、

2３４作品の応募がありました。人権啓発ネットワーク大東の委員により選考を行い、6 歳～10

歳の部で石倉 結乃（いしくら ゆの）さん（１０歳）、11 歳～15 歳の部で狭山 恭輔

（さやま きょうすけ）さん（１１歳）が最優秀賞に選ばれました。 

そして、それぞれの部から各４作品を入選として決定しました。 

また、２０２５年は戦後８０年記念として、入選作品に選出された方の中から沼田 真綾（ぬ

また まあや）さん（１０歳）が審査員特別賞に選ばれました。 

最優秀作品、入選作品に選出された方の作品については、平和
へ い わ

首 長
しゅちょう

会議
か い ぎ

が実施する「平和なま

ち絵画コンテスト」に応募を行いました。 

作品については、下記ホームページ（二次元コード）よりご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.city.daito.lg.jp/soshiki/19/66400.html 
 

 

 

 

 
 

世界の国々の人たちが、仲良く平和な世界になればいいなと
思いました。 

石倉
いしくら

 結乃
ゆ の

さん 

 
 
世界の民族が平和になればいいなと思って描きました。 

狭山
さ や ま

 恭
きょう

輔
すけ

さん 

 
 

NO WAR 
せんそうをしてほしくないと思った。 

沼田
ぬ ま た

 真
ま

綾
あや

さん 

人権啓発ネットワーク大東会長と 

受賞された子どもたち はぴくる 
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☆入会案内 
 

「このまちをよりよくしたい。そのために何かをしたい。でも何をしていいかわからない…」と

いうあなた！お互いの人権を認め合い、地域の発展、人権尊重のまちづくり、そんな社会の実現

に向けて、一緒に活動しませんか？ 

 

※詳しくは大東市ホームページ（http://www.city.daito.lg.jp/）に掲載していますのでご覧ください。 

 

※「人権啓発ネットワーク大東」の Facebook も開設！ 

様々な活動の報告や、ほっとひと息いい話といった人権に関する小話など 

情報発信していますのでこちらもぜひご覧ください。 

（https://www.facebook.com/ 

人権啓発ネットワーク大東-1987405014833313/） 

 入会等の申し込み･問い合わせ 

人権啓発ネットワーク大東事務局（大東市人権室内） 

〒５７４－８５５５ 

大東市谷川 1 丁目 1 番 1 号 

T  E  L:０７２－８７０－０４４１ 

F  A  X：０７２－８７２－２２６８ 

E メール：j_keihatsu@city.daito.lg.jp 

 

人権啓発ネットワーク大東とは 
（ぬくもりネットだいとう） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

目的 
 一人ひとりが生まれながらにもっている基本的人権が尊重される社会の実現に向けて歩み続け

るため、自らの人権意識を高め、お互いの人権を認め合うとともに、わたしたち市民が行政と協

力して、人権啓発活動を積極的に行い、人権尊重のまちづくりをめざす。 

 

 

活動内容 
・自らの人権意識を高めるための研修会などへの参加・参画。 

・人権尊重の理念を広く市民に広げるための啓発・広報活動など。 

 

 
 
 
 

 

 

近年、子ども･障がい者・高齢者等への虐待や特定の民族に対する憎悪表現など多く

の人権問題がニュース等で取り上げられています。社会環境が大きく変化し、まだまだ

「人権」が尊重されていない状況が現在の日本には存在しています。 

大東市では、人権尊重のまちづくりをめざし、市民による市民のための自主的な組織

として「人権啓発ネットワーク大東」が 2013 年 4 月 1 日に設立しました。 

2023 年、設立 10 周年を記念し、公募を経て「ぬくもりネットだいとう」という愛

称が決まりました。 

はぴくる 


